
やりたいことと幸福度の関係
〜やりたいことの「あるべき姿」とは？〜
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1. 導入
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あなたが働く上で求めるものは何ですか？
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働く上で求めること

働き方における価値観の多様化が起きている

収入

世界で活躍できる

成長する環境

福利厚生の充実やりたいことができる
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先行事例(アンケート)

１位 人間関係が良好
２位 やりたいことができる
３位 雇用の安定

社会人が働く上で重視すること
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(2017年卒マイナビ大学生就職意識調査より）

先行事例(アンケート)

大学生が働く上で重視すること
１位 やりたいことができる
２位 安定している
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社会人

１位 人間関係が良好

２位 やりたいことができる

３位 雇用の安定

「やりたいこと」が重視されている

学生

１位 やりたいことができる

２位 安定している

働く上で求めること
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Q.皆さんは「仕事でやりたいこと」

というと何を思い浮かべますか？

人によって様々である。

「営業で一位をとりたい。」

「宇宙の謎を解明したい。」

「プロサッカー選手になりたい」等

“やりたいこと”とは。
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“やりたいこと”とは。

目標

夢
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目標設定理論 (Locke and Latham 1984)

意識的かつ適切に設定された、

「目標」が人を動機づけるという理論

明確な目標

ある程度難易度の高い目標

先行研究

満足度は高い
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①仕事に関わること、かつ
②目標・夢を含む幅広いもの

“やりたいこと” とは。

目標 意識的かつ適切に設定された、
人を動機づけるもの。

(目標設定理論Locke and Latham 1984)

夢 曖昧で、難易度が比較的
高いもの。(金井、高橋 2004)

11



やりたいことの構成要素

①有無

②明確さ
どの程度到達地点がはっきりしたものか
(目標設定理論Locke and Latham 1984)

③難易度
(目標設定理論Locke and Latham 1984)

④道筋の理解度
達成のために必要なことの把握度合い

⑤実行度合い
具体的な行動に移せている度合い

⑥達成への意欲
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やりたいことは人生にどんな影響をもたらすのか？

やりたいことがもたらす成果

主観的幸福度

主観的幸福度とは?
感情状態を含み,家族・仕事など特定の領域に対する
満足や人生全般に対する満足を含む広範な概念である
(Diener, Suh, Lucas, & Smith, 1999)

ある程度の時間的安定性と状況に対する一貫性を持つと
考えられる.(伊藤・相良・池田・川浦 2003)
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①GDPに変わる新たな豊かさの指標として

世界で注目されている尺度である

(Joseph, Amartya, Jean-Paul 2012)

②日本の主観的幸福度は低い

先進国で最下位(PewResearchCenter 2014)

157ヶ国中53位(World Happiness Report 2016)

主観的幸福度を用いた理由

主観的幸福度が重要視されている
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本日の流れ

1. 導入

3. やりたいことについて

4. やりたいことがもたらす影響

5. 仮説

6. 調査方法

7. 分析結果

8. 結論
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Ⅰ.やりたいことの明確さ、道筋の理解度、実行度合いが高いと、

幸福度は高い

Ⅱ.やりたいことの難易度が高いと、

幸福度は高い

Ⅲ.やりたいことが学生時代からあると、

幸福度は高い

Ⅳ.やりたいこと志向高く、やりたいことの明確さが高いと、

幸福度は高い

仮説
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調査方法

媒体： Webアンケート(11月1日〜11月7日)

対象： 社会人130名

役職は一般社員から部長クラスまで
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質問項目

1. やりたいことの構成要素(現在・過去)

有無、明確さ、難しさ、道筋の理解度、実行度合い、達成への意欲

2. 主観的幸福度

(主観的幸福度尺度 伊藤・相良・池田・川浦 2003)

3. プロフィール

年齢・性別・収入・役職・勤続年数・健康状態・趣味・人間関係・

やりたいこと志向(萩原・櫻井 2008)
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主観的幸福度

やりたいことの
構成要素

(ex.①明確さ②難易度)

やりたいことの
構成要素

(ex.②道筋の理解度)
プロフィール

(ex.①やりたいこと志向)

分析のモデル

原因(独立変数) 結果(従属変数)

重回帰分析

交互作用項付き重回帰分析
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重回帰分析

有意でない

0.122
プラスの影響

0.207
プラスの影響

-0.161

マイナスの影
響
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重回帰分析

a.実行度合いが高いと幸福度高い

仮説Ⅰ.やりたいことの明確さ、道筋の理解度、

実行度合いが高いと、幸福度は高い

b.難易度が高いと幸福度低い

仮説Ⅱ.やりたいことの難易度が高いと、幸福度は高い

c.過去のやりたいことの有無で幸福度変化しない
仮説Ⅲ.やりたいことが学生時代からあると、幸福度は高い

d.明確さ×やりたいこと志向は幸福度に影響を与えない

仮説Ⅳ.やりたいこと志向高く、やりたいことの明確さが高いと

幸福度は高い

一部支持

棄却

棄却

棄却
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追加分析:交互作用項付き重回帰分析
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幸
福
度

道筋の理解度合いが高い場合は、難易度が高いと
幸福度が高くなる(赤線)
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追加分析:交互作用項付き重回帰分析
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追加分析:交互作用項付き重回帰分析

幸福度が高くなる！

明確さが高い
道筋の理解度が高い
実行度合いが高い

× 難易度
が高い

仮定Ⅱ結果より難易度が高いと幸福度は低い。

しかし、以下の場合…
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Ⅰ.やりたいことの実行度合いが高いと、幸福度は高い

Ⅱ.やりたいことの難易度が高いと、幸福度は低い

Ⅲ.やりたいことが学生時代にあることは、幸福度に影響しない

Ⅳ.やりたいこと志向高く、やりたいことの明確さが高いことは
幸福度に影響しない

分析結果

明確さor道筋の理解度or実行度合いが高く、難易度が高いと、
幸福度が高い
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理論的意義

目標設定理論は明確な目標を持てる人向けだった。
しかし、明確な目標を設定しにくかったり持てない人もいる。
(例えば、夢や大学生が描く将来など。)

27

やりたいことは明確なものから、
曖昧なものまで幅広く含む。

《やりたいことを考えるメリット》
今までの理論ではカバーできなかった人たちを
考慮することができる。また、人生全体を考える
幸福度についても説明することができる。



〈やりたいこと〉 〈主観的幸福度〉

①明確さ
②難易度

③道筋の理解度

④行動度合い

職務満足度
モチベーション

理論的意義



目標設定理論

理論的意義

〈目標〉

明確さ
難易度

〈やりたいこと〉 〈幸福度〉

満足度

道
筋
の
理
解
度

行
動
度
合
い

「やりたいこと」は目標設定理論に含まれない人を
考慮することができる。また、人生全体を考える
幸福度についても説明することができる。

その際には目標の構成要素にプラスして
道筋の理解度、実行度合いが重要になる
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実践的意義

社員がキャリア形成を行う際、

「やりたいこと」については

・具体的な道筋を立てること、
・それを実行に移すこと
をサポートした方が良い。
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